




要約:255 例の川崎病症例に対しプレドニゾロン・アスピリン併用療法(以下 PACT)を 5 年

間にわたって行ないその成績を 60 例のアスピリン治療群と比較検討した。発症 3 ケ月で

の冠動脈後遺症の合併率は 6.3%,12 ケ月では 3.5%であり,このうち中等度以上の冠動脈瘤

を残した症例は 3 例 1.2%であった。急性期の臨床所見や検査所見では軽度に経過し炎症

所見の正常化までの期間も短かった。川崎病に対する PACT は冠動脈後遺症の発生率から

見て従来の治療法に比べ好ましいと考えられた。


